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援
助
を
受
け
て
い
た
事
実
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
日
本
政
府
は
、
藤
村
修
官

房
長
官
が
２
月
22
日
の
会
見
で
「
村
山

談
話
（
注
３
）
以
来
、
政
府
の
姿
勢
は

変
わ
っ
て
い
な
い
」
と
明
言
す
る
な
ど
、

相
変
わ
ら
ず
の
逃
げ
腰
外
交
で
す
。

日
中
戦
争
絡
み
の
話
題
と
な
る
と
、

日
本
の
首
脳
や
マ
ス
コ
ミ
は
あ
る
種
の

〝
原
罪
〟
の
よ
う
な
意
識
を
刺
激
さ
れ

る
の
か
、
わ
が
国

が
周
辺
国
に
対
し

一
方
的
に
加
害
者

で
あ
っ
た
か
の
よ

う
に
振
る
舞
い
ま

す
。
し
か
し
日
中

戦
争
に
関
し
て
言
え
ば
、
当
時
、
大
陸

に
い
た
日
本
軍
に
、
中
国
側
が
積
極
的

に
仕
掛
け
た
戦
争
と
い
う
事
実
を
見
落

と
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
自
虐
史
観
を

払
拭
し
、
事
実
に
基
づ
く
正
し
い
歴
史

観
に
立
脚
し
な
い
限
り
、
日
本
の
国
益

は
損
な
わ
れ
る
ば
か
り
で
す
。
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軍
事
的
台
頭
著
し
い
中
国
や
、「
衛
星
」打
ち
上
げ
と

称
し
て
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
準
備
を
進
め
る
北
朝

鮮
な
ど
、緊
迫
の
度
を
増
す
北
東
ア
ジ
ア
情
勢

―
。

近
隣
国
に
付
け
入
る
隙
を
与
え
な
い
た
め
に
は
、「
国

家
の
気
概
」
を
歴
史
問
題
等
で
し
っ
か
り
と
示
し
つ

つ
、日
本
の
守
り
を
固
め
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

上
げ
を
発
表
す
る
な
ど
、
わ
が
国
の
安

全
保
障
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
て
い
ま

す
。外

交
、
国
防
上
の
危
機
対
応
は
待
っ

た
な
し
で
す
。
沖
縄
の
米
軍
普
天
間
飛

行
場
の
辺
野
古
移
設
を
早
急
に
進
め
、

日
米
同
盟
を
強
化
す
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
憲
法
９
条
改
正
に
よ
る
自
主
防
衛

体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
の
政
治
状
況
下
で
は

憲
法
改
正
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
か
ね

て
わ
が
党
は
「
憲
法
９
条
の
適
用
除
外
」

を
訴
え
て
い
ま
す
。「
日
本
の
平
和
を

脅
か
す
国
家
に
対
し
て
は
、
憲
法
９
条

は
適
用
さ
れ
な
い
」
と
解
釈
を
変
更
す

る
こ
と
で
、
世
界
標
準
の
自
衛
権
確
立

が
急
が
れ
ま
す
。

注１：２月 20 日、名古屋市役所を表敬訪問した
中国共産党の南京市委員会幹部との会談中、河
村氏が「通常の戦闘行為はあったが、南京事件
はなかったのではないか」と発言。会談後の定例
会見でも、同氏は、終戦を南京で迎えた父親が
現地の人から親切にされた事実を挙げて、「虐殺
があったところでそんなに優しくしてもらえるはずがな
い」と指摘した。

注２：南京事件を否定する発言・行動をした場合
に刑事罰を処すとする。

注３：1995 年８月、戦後 50 年の節目に、当時
の村山富市首相が発表した「植民地支配と侵略に
よって、多くの国々、とりわけアジア諸国の人々に
対して多大の損害と苦痛を与えた」 とする謝罪談話。
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今
年
２
月
の
河
村
た
か
し
名
古
屋
市

長
に
よ
る
「
南
京
事
件
」
否
定
発
言
（
注

１
）
は
、
中
国
側
の
大
き
な
反
発
を
招

き
ま
し
た
。
名
古
屋
市
と
姉
妹
都
市
提

携
を
結
ぶ
南
京
市
が
交
流
イ
ベ
ン
ト
中

止
を
決
め
た
ほ
か
、
中
国
の
国
会
に

当
た
る
全
人
代
で
、
南
京
芸
術
学
院
教

授
が
「
南
京
大
虐
殺
否
定
罪
」（
注
２
）

の
制
定
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
非
難
を

強
め
て
い
ま
す
。

１
９
３
７
年
に
日
本
軍
が
南
京
を
制

圧
・
占
領
し
た
際
、
一
部
に
は
投
降
し

た
中
国
兵
の
処
刑
な
ど
も
あ
っ
た
で

し
ょ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
南
京
大
虐

殺
は
中
国
側
の
戦
時
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の

産
物
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

理
由
と
し
て
は
、
中
国
政
府
は
犠
牲

者
を
30
万
人
と
主
張
し
て
い
ま
す
が
、

当
時
の
南
京
市
民
は
20
万
人
程
度
に
す

ぎ
な
い
こ
と
。
そ
も
そ
も
当
時
の
中
国

共
産
党
の
記
録
に
は
「
大
虐
殺
」
に

つ
い
て
の
記
述
が
存
在
せ
ず
、
戦
後
の

東
京
裁
判
ま
で
問
題
と
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
。
ま
た
、
世
界
で
最
初
に
南
京
事

件
を
報
告
し
た
英
国
紙
の
中
国
特
派
員

テ
ィ
ン
パ
ー
リ
が
、
中
国
国
民
党
の
中

央
宣
伝
部
顧
問
と
し
て
同
党
か
ら
資
金

現
に
、「
国
家
の
気
概
」
の
不
在
が

近
隣
国
の
増
長
を
招
い
て
い
ま
す
。

３
月
２
日
、
日
本
政
府
は
尖
閣
諸
島

海
域
を
含
む
39
の
離
島
に
名
称
を
付
け
、

日
本
の
領
有
権
を
明
確
に
主
張
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
中
国
政
府
は
翌
日
、

尖
閣
諸
島
周
辺
な
ど
の
71
の
島
を
命
名

し
た
と
発
表
。
日
本
の
主
権
を
真
っ
向

か
ら
否
定
す
る
暴
挙
に
出
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
３
月
16
日
に
は
中
国
の
巡
視

船
が
尖
閣
諸
島
沖
の
日
本
領
海
に
侵
入

す
る
な
ど
、
東
シ
ナ
海
で
の
活
動
を
活

発
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
朝
鮮
は
金
正
恩
氏
の
下
、

4
月
15
日
の
故
金
日
成
主
席
の
生
誕

１
０
０
年
に
合
わ
せ
、
事
実
上
の
弾
道

ミ
サ
イ
ル
と
み
ら
れ
る
「
衛
星
」
打
ち
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自
虐
史
観
を
払
拭
し

正
し
い
歴
史
認
識
を

毅
然
と
し
た
国
家
を
つ
く
る

幸
福
実
現
党
の
国
防
政
策
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昭
和
13
年
生
ま
れ
の
私
は
、
台
湾

で
最
後
の
日
本
語
族
の
一
人
で
す
。

小
学
１
年
生
ま
で
日
本
語
教
育
を
受

け
ま
し
て
、
学
校
に
は
二
宮
尊
徳
の

像
が
あ
り
、
帽
子
を
取
っ
て
一
礼
し

て
校
舎
に
入
る
の
が
習
慣
で
し
た
。

私
は
40
年
に
わ
た
り
、
台
湾
と
日

本
で
２
０
０
冊
あ
ま
り
の
本
を
書
い

て
き
ま
し
た
が
、
作
家
で
な
け
れ
ば

学
者
で
も
な
く
、
社
会
運
動
家
の
一

人
で
す
。
私
の
近
現
代
史
観
が
皆
さ

ん
の
参
考
に
な
れ
ば
、
こ
れ
以
上
、

う
れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

台
湾
は
日
本
の

植
民
地
で
は
な
か
っ
た

戦
後
、
台
湾
と
朝
鮮
、
満
州
は
日

本
の
「
三
大
植
民
地
」
と
見
な
さ
れ
、

日
本
軍
に
よ
っ
て
搾
取
や
虐
殺
が
行

わ
れ
た
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
対
等
な
合
併
で
は
な
い

と
し
て
も
朝
鮮
は
日
韓
（
鮮
）
両
国

の
「
同
君
合が

っ
ぽ
う邦

国
家
」
で
あ
り
、
近

代
国
民
国
家
形
成
史
か
ら
見
て
も
日

本
の
植
民
地
で
は
な
い
こ
と
は
史
実

で
す
。
当
時
は
ど
の
国
も
列
強
に
な

ろ
う
と
し
て
合
邦
国
家
を
つ
く
っ
て

い
た
時
代
で
す
。例
え
ば
、ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
チ
ェ
コ
と
ス
ロ

バ
キ
ア
な
ど
も
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
満
州
は
、
日
本
、
ド
イ
ツ

を
は
じ
め
と
す
る
世
界
の
半
数
近
い

国
に
承
認
さ
れ
た
国
家
で
あ
り
、
植

民
地
と
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

で
は
１
８
９
５
年
、
日
清
戦
争
後

の
下
関
条
約
で
清
国
か
ら
永
久
割
譲

さ
れ
た
台
湾
は
ど
う
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
実
は
、
台
湾
領
有
当
初

の
日
本
政
府
に
は
台
湾
経
営
に
関
す

る
方
針
が
な
く
、
議
論
百
出
の
状
態

で
し
た
。
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
明

確
な
見
解
を
持
っ
て
い
た
の
が
後
藤

新
平
と
原
敬
の
二
人
で
す
。

１
８
９
８
年
、
後
藤
新
平
は
第
４

代
台
湾
総
督
・
児
玉
源
太
郎
か
ら
民

政
長
官
に
任
命
さ
れ
る
と
、
台
湾
の

慣
習
に
従
い
つ
つ
、
文
明
開
化
や
殖

産
興
業
を
推
進
。
８
年
間
に
わ
た
り
、

イ
ギ
リ
ス
を
範
と
す
る
「
植
民
地
経

日
本

 
再
建

シ
リ
ー
ズ

11

東
日
本
大
震
災
後
、
被
災
地
支
援
の
た
め
に

約
２
０
０
億
円
と
い
う
多
額
の
義
援
金
を
集
め
た
台
湾
。

日
本
と
複
雑
な
歴
史
問
題
を
抱
え
つ
つ

な
お
親
日
派
が
多
い
と
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か

―
。

日
台
で
評
論
活
動
を
行
う
黄
文
雄
氏
の

党
政
策
部
会
で
の
講
義
に

そ
の
理
由
の
一
端
を
う
か
が
っ
て
み
た
い
。

営
」
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

原
敬
内
閣
の
下
、
１
９
１
９
年
に

誕
生
し
た
第
８
代
総
督
・
田で

ん

健
治
郎

の
時
代
か
ら
は
、
九
州
や
四
国
と
同

様
に
、
台
湾
を
内
地
延
長
の
地
と
し

て
扱
う
政
策
が
強
化
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
１
９
４
０
年

に
就
任
し
た
第
18
代
・
長
谷
川
清
総

督
の
時
代
に
は
、
皇
民
化
運
動
や
徴

兵
制
が
行
わ
れ
、
帝
国
議
会
議
員
選

挙
が
予
定
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
の

で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
初
期
は
植
民
地
的

色
彩
が
濃
か
っ
た
台
湾
経
営
も
、
や

が
て
「
日
台
一
体
」
が
ほ
ぼ
達
成
さ

れ
た
と
い
う
の
が
史
実
で
す
。
つ
ま

り
、
台
湾
は
日
本
の
植
民
地
で
は
な

か
っ
た
と
言
え
る
の
で
す
。

ス
ピ
ー
ド
は
速
ま
り
、
１
９
４
０
年

代
に
入
る
と
台
湾
の
鉱
工
業
生
産
額

は
農
業
や
漁
業
、
林
業
を
上
回
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
も
と
も
と
台
湾
の
衛
生
環

境
は
劣
悪
で
、
伝
染
病
が
蔓
延
し
、

平
均
寿
命
は
30
歳
前
後
で
し
た
。
し

か
し
、
後
藤
新
平
の
尽
力
に
よ
り
医

療
衛
生
環
境
が
劇
的
に
改
善
さ
れ
、

終
戦
当
時
に
は
60
歳
に
ま
で
伸
び
た

の
で
す
。

台
湾
初
の
共
通
語
だ
っ
た

日
本
語
が
果
た
し
た
役
割

共
通
言
語
と
し
て
の
日
本
語
が
果

た
し
た
役
割
を
見
逃
す
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
。
台
湾
は
原
住
民
の
言
葉
に

加
え
、
中
国
か
ら
入
っ
て
き
た
言
語

が
多
く
、
私
が
小
学
生
の
頃
で
も
、

地
域
が
違
え
ば
全
く
言
葉
が
通
じ
ま

せ
ん
で
し
た
。
あ
の
時
代
の
共
通
言

語
と
い
え
ば
日
本
語
だ
け
で
し
た
。

日
本
統
治
下
の
日
本
語
教
育
と
い

う
と
、「
日
本
に
よ
る
諸
民
族
の
言

語
文
化
剥は

く
だ
つ奪

」
と
解
釈
す
る
こ
と
も

で
き
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
台
湾

人
に
と
っ
て
日
本
語
は
、
社
会
科
学

や
自
然
科
学
な
ど
の
近
代
概
念
を
も

た
ら
し
て
く
れ
る
ツ
ー
ル
だ
っ
た
の

で
す
。

台
湾
が
日
本
文
明
圏
に
編
入
さ
れ

た
の
は
１
８
９
５
年
か
ら
１
９
４
５

年
ま
で
の
51
年
間
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
一
方
、
同
じ
島
で
あ
っ
て
も
、

２
０
０
０
年
に
わ
た
っ
て
中
国
の
文

明
圏
に
編
入
さ
れ
て
い
る
海
南
島
は
、

中
国
で
最
も
発
展
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
差
は
一
目
瞭
然
で
、
も
し
も
日

本
人
が
い
な
け
れ
ば
、
今
日
の
台
湾

の
繁
栄
は
絶
対
に
あ
り
得
な
か
っ
た

と
私
は
断
言
で
き
ま
す
。

（全2回）

日
本
人
に
潜
む
自
虐
史
観
の
払
拭
①

文
明
史
家
・
評
論
家

黄 

文
雄 

氏
に
聞
く

（こう・ぶんゆう）1938年、台湾生まれ。64年、
来日。早稲田大学商学部卒業、明治大学大
学院修士課程修了。現在、評論活動のほか
に、拓殖大学日本文化研究所客員教授。『大
日本帝国の真実―西欧列強に挑んだ理想と
悲劇』（扶桑社）、『台湾は日本の植民地では
なかった』『「日中戦争」は侵略ではなかった』
（共にワック出版）など著書多数。

日
本
人
が
進
め
た

台
湾
の
近
代
化

19
世
紀
の
植
民
地
主
義
思
想
は
、

時
代
の
主
流
思
想
で
し
た
。
先
進
民

族
が
、
後
進
民
族
に
文
明
開
化
を
も

た
ら
す
「
解
放
の
思
想
」
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
20

世
紀
に
入
り
、「
人
類
解
放
、
世
界

革
命
、
国
家
死
滅
」
の
社
会
主
義
思

想
が
進
歩
的
思
想
と
し
て
流
行
す
る

よ
う
に
な
る
と
、
植
民
地
主
義
は
一

転
し
て
悪
の
象
徴
と
と
ら
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

確
か
に
欧
米
の
植
民
地
政
策
に
は
、

搾
取
や
虐
殺
を
伴
う
も
の
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
日

本
の
台
湾
経
営
に
は
植
民
地
的
搾
取

と
は
全
く
逆
の
史
実
が
残
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。

日
本
人
が
入
っ
て
く
る
前
の
台
湾

は
、
物
々
交
換
が
行
わ
れ
る
原
始
社

会
で
し
た
。
し
か
し
、
日
本
統
治
時

代
に
入
る
と
、
鉄
道
、
道
路
、
上
下

水
道
、
治
山
治
水
、
殖
産
興
業
、
教

育
と
文
化
の
普
及
な
ど
、
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
、
数
多
く
の
日

本
人
に
よ
っ
て
台
湾
の
近
代
化
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

か
つ
て
は
、
陸
路
な
ら
そ
れ
ほ
ど

離
れ
て
い
な
い
高
雄
か
ら
台
南
に
行

く
に
も
船
に
乗
る
し
か
な
く
、
丸
二

日
も
か
か
っ
て
い
た
の
が
、
道
路
や

鉄
道
が
整
備
さ
れ
る
と
２
時
間
で
行

き
来
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

物
流
が
盛
ん
に
な
る
と
、
近
代
化
の


